












　『奥義抄』は上中下の三巻と下巻余からなる。中巻、下巻は勅撰集歌や難義語の註釈であり、下巻余は問答形式でいささか他の部分と異なるとはいえ、これらの割付はそれほど複雑なものではない。これに対して『奥 抄』上巻部 、各階層の見出しが複雑であり、また項目ご に書式が異なってもいる。そして、さらに写本ごとにも書式の差異が見受けられるのである。












































































する本文を包括する機能があるものである。見出しとは本文はどのような部位に包括され のかを示す こう た包括関係
大東急記念文庫本『奥義抄』の情報構造
八一
を示す文字を書物の中で要素という。見出しから書物の性格を考えることは、 の要素を抽出し、一書が、どのような要素によって成立しているのかを読解すること ある。しかし、本文もまた、見出しと同じように文字の要素である。要素の違 は、文や語がテクスト上に書かれ 位置で表される。和歌 詞書・左注といった情報が、相対的な書き出 位置の差異（高さの違い）によって判別されることはよく知られている。書き出し位置の違いは、単に見出し 本を区別するだけではなく、それらがどのような構成をもち、どのような意味を持つのかを指定している。時には見出しの下位 さらに見出しがつくこともある。大見出し、小見 に、見出しは文章に階層的な構造を与える働きがある。　
割付とは、テクストが記述される書面の上に、相対的な位置関係



































































　「和歌六義」の見出しは「一風」 「二賦」 「三比」 「四興」 「五雅」




















































































































































































































































































































































　「和歌八品」には先のような小目次がない。①に品名、②は説明、③が和歌の上の句で、行を改めずに「如此可云」とある。構造は単純だが、 「如此可云」の位置が「一詠者」 「二贈物」 「三述志」までは同位置。 「四恨人」 「五惜別」ではもう少し下で揃えられているが、不定。 「伊勢の海」の歌が他の歌より下に来てしまったが故の措置であろう 他の伝本では位置をそろえているものもある。 「六謝過」以下は「如此可云」の位置が れぞれ異なっている。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目の配列群を形成する。 【和歌六義】 【和歌六躰】 【和歌三種躰】は、書かれる内容が異なるものの、冒頭に小目次 記し、詞書、小見出しの高さを揃えている。 【畳句哥】から【廻文哥】までは、短い説明と例歌が掲載されるだけで、複雑な構造ではない。 【和歌四病】【和歌七病】 【和歌八病】は歌病の類聚で、見出し、例歌、詞書、左注と、ごく短い説明がつく。また、 【畳句哥】 【連句哥】 隠題】【誹諧哥】 【譬喩哥】 【相聞哥】 【挽哥】 【無所着哥】 【廻文哥】が一六～一七丁に集中していることに注目したい。全二十四項のうち、この二丁に十項目がまとまって掲載されており、 の短い項目が集中して掲載されている。大東急本は歌学的な だけではなく、割付につい も項目配列 配慮 である。ある一つの割付形式に先行歌式を押し込め のではなく、項目ごとに文章上体裁が異なるものを、割付の違いによって整理 ながら、項目を配列させているのである。　
次の【避病事】 【詞病事】 【秀歌躰】では、他の部分では見出しと
なる位置に、地の文の高さを引き上げている。和歌のみを歌頭二字下げで記す散文形式である。 【和 九品】から【道済十躰】までは、















ており、これは大東急本以外にも割付 対する意識が伝存していることを示している。ここで、歌学書の を分析する意義につい 、いささか述べておきたい。　
先行する和歌式を集成し それを一書として構築するために、







ての性格」を有する歌学書も、このような中世の学知展開 系譜中に位置するだろう。本 、すなわち先行する学知の整理分類を『奥義抄』の写本は割付の設計によって行い、そこに検索性を付与してみせた。こうした検索性を有する 物として『八雲御抄』のよ
うな先行歌学を集成する百科事典のごとき大部なものが現れ、また別の立場から、 『俊頼髄脳』や『古来風躰抄』のような検索性に乏しい歌学書も展開していくという歌学の見取り図が描け いだろうか。　
それは、歌学書の書写の問題でもある。歌学書には、単純な割付
を持つものと、複雑な割付を持つものがある。 『俊頼髄脳』などは、物語や日記と同様 和歌を除く本文が追い込みの形で書かれている写本が多い。そうした写本は、複雑な構造を持たず、写本ごとに劇的に異なる割付を持つことは少ないよ に思われる。 『奥義抄』は逆に当初からもっていたであろう 書式 、より整理した になるように多様 書式が書写者たちによって試みられてきたのであろう。それは、書写者が書写する写本の性格をど ように受け取ってきたのかの痕跡であり、また、類聚と検索 をめぐる歌学の方向性を示すも でもあった。　
歌学書研究には、素材をどのように割付け、それがどのような意
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物の特質を書写者がどのように把握したかが表出されている。割付という観点から、歌学書の問題を扱っていくことで、中古中世学知をめぐる類聚と整理の様相を解明することができるだろう。
